
請

願

第

一

一

号 

  
 

 
特

定

健

診

自

己

負

担

の

無

料

化

な

ど

市

民

の

健

康

を

守

る

制

度

の

充

実

を

求

め

る

請

願 

 

主 

旨 

一 

特

定

健

診

・

特

定

保

健

指

導

制

度

に

つ

い

て 

 
(

一)
 

特

定

健

診

に

よ

っ

て

、

従

来

の

「

基

本

健

診

」

か

ら

は

ず

さ

れ

た

検

査

項

目

を

は

じ

め

、

健

診

内

容

の

充

実

を

図

る

こ

と

。 

 
(

二)
 

健

診

に

お

け

る

自

己

負

担

は

、

無

料

と

す

る

こ

と

。 

二 

後

期

高

齢

者

医

療

制

度

に

お

け

る

健

診

に

つ

い

て 

 
(

一)
 

後

期

高

齢

者

に

お

け

る

健

診

の

自

己

負

担

も

、

熊

本

市

が

独

自

に

補

助

す

る

こ

と

。 

 
(

二)
 

「

受

診

券

」

を

速

や

か

に

送

付

す

る

こ

と

。 

三 

人

間

ド

ッ

ク

や

ガ

ン

検

診

の

充

実

に

つ

い

て 

 
(

一)
 

早

期

発

見

・

早

期

治

療

の

視

点

で

従

来

実

施

さ

れ

て

き

た

「

人

間

ド

ッ

ク

」

を

復

活

さ

せ

、

す

べ

て

の

ガ

ン

検

診

を

無

料

に

す

る

こ

と

。 

  

理 

由 「

特

定

健

診

・

特

定

保

健

指

導

制

度

」

開

始

よ

り

四

年

が

経

過

し

ま

し

た

。

こ

の

制

度

の

導

入

に

合

わ



せ

無

料

で

あ

っ

た

健

診

制

度

が

有

料

化

さ

れ

ま

し

た

。

平

成

二

〇

年

か

ら

の

三

年

間

の

健

診

受

診

率

の

経

過

を

み

る

と

若

干

上

昇

傾

向

に

あ

る

も

の

の

、

平

成

二

二

年

度

二

七

・

〇

％

で

県

下

自

治

体

平

均

で

あ

る

三

二

・

四

％

を

五

・

四

ポ

イ

ン

ト

下

回

り

、

県

下

自

治

体

の

中

で

ワ

ー

ス

ト

五

と

極

め

て

低

水

準

の

状

況

に

留

ま

っ

て

い

ま

す

。

こ

れ

は

、

国

が

示

し

た

平

成

二

四

年

ま

で

に

六

五

・

〇

％

と

い

う

目

標

に

大

き

く

届

か

な

い

水

準

に

留

ま

っ

て

い

ま

す

。 

 

近

隣

の

宇

土

市

で

は

、

こ

の

受

診

率

向

上

の

た

め

に

有

料

で

あ

っ

た

健

診

料

金

を

無

料

に

す

る

と

と

も

に

、

地

域

医

師

会

な

ど

と

の

連

携

を

行

い

、

平

成

二

三

年

に

三

三

・

〇

％

で

あ

っ

た

受

診

率

を

平

成

二

四

年

度

四

〇

・

〇

％

ま

で

引

き

上

げ

る

努

力

が

な

さ

れ

具

体

的

な

成

果

も

あ

が

っ

て

き

て

い

ま

す

。 

 

い

う

ま

で

も

な

く

、

健

康

診

断

は

「

病

気

を

早

期

に

発

見

し

、

早

期

に

治

療

す

る

」

と

い

う

市

民

が

健

康

で

生

き

続

け

る

た

め

の

重

要

な

取

り

組

み

で

あ

り

、

医

療

保

険

制

度

に

と

っ

て

も

効

率

的

か

つ

有

効

な

制

度

で

あ

り

ま

す

。 

度

重

な

る

暮

ら

し

破

壊

や

医

療

制

度

改

悪

の

中

で

、
「

病

気

に

な

っ

て

も

治

療

を

う

け

る

こ

と

が

で

き

な

い

」

人

た

ち

が

増

え

続

け

る

中

、

市

民

の

命

と

健

康

を

守

る

と

い

う

自

治

体

本

来

の

視

点

に

た

っ

て

「

健

診

活

動

」

を

さ

ら

に

充

実

さ

せ

て

い

く

た

め

に

、

特

定

健

診

無

料

化

を

は

じ

め

と

し

た

右

記

の

施

策

を

早

急

に

実

施

し

て

い

た

だ

き

ま

す

よ

う

請

願

致

し

ま

す

。 

   



二

〇

一

二

年

八

月

二

十

七

日 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

紹

介

議

員 
 

益 

田 

牧 

子 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

熊

本

市

議

会

議

長 

 
 

 
 

津 

田 

征 

士 

郎 

殿 


